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ヘミングウェイの作品l.ZIよ「|｣I｣ (.三ついて、 しばしば述べられて居る
か、それは作者の再生の精神を象徴して勝ると云えよう‘では山が、如何
なる形で、如何なる原因で述べられて居るかについて、主なる作品を通し
て考えて見たいと思う｢
－
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「武器よさらば」 (AFarewelltoArms)に於て、幸福即ちベイカ
ーの述べる「家郷的概念」は、 III地に於ける滴い乾いた空凱、』I良和、愛
情、健康、神の意識等に関係している;，猫主役ヘンリーのIIIを眺める時の
文を引用すると、
Ilookedtothenorthatthetworangesofmountains,green
anddarktothesnow-lmeandthenwhite,andlonelyinthe
sun.Then,astheroadmountedalongtheridge,Isawathird
rangeofmountains,higllersnowmountains,thatlookedchalky
whiteandfurrowed,wirhstrangeplanes,andthentherewere
monntainsfaroffbeyondallthese,thatyoucouldhardlytell
ifyoureallysaw.-(chap.8)
(119)
liJ訳するならば、「私は北方に向って、 ___:つのlll脈を眺ケ)た。雪線まで
背く黒く、そして大陽の光に}‘{〈美しかった《，道がlll縦に沿ってI竜って行
くのにつれ、私は三番目のlll脈や、白唖の様に白くヒダがつき、異様なmi
力有る更に高い山々を眺めたゴすると此等のIII々の彼方に、目を凝らして
も見分けにくいlll々が有ったっ」 ・
重傷を負い入院したヘンリーを訪れた従軍僧が、又「山地」の様子を語
ると、ヘンリーの心には、又「山地」えの郷愁がわいて来るのである。そ
して従取静謹揃キヤサリソとの恋愛は、 III地えの郷愁と共に、次第に強
く、純粋なものに移って来ると考えられる。即ち、彼は、 lll地の溝澄を述
べる邸に,kl)、恋愛の純潔化を『kl)強調しようとしたと思われる。「フラ
ンシ･人、 ‐ﾏｺｰｰｰく'一の短いや柵な'1皇涯_lのII'の-,'一コ．シl､の様な、アメリ
カの女に、彼は、失望して勝たと思はれる，それで外II1人である「陽はま
た昇る」の英国人プレ ･yl､ ， 「武器よさらば」の災|刊人キヤサリン、 「誰
がために鋺は鳴る」の入ベイン人マリーア等の様に、献身的に男性に奉仕
する原始的愛情に生きる此等女性に、心ひかれたと思う。即ちヘミングウ
ェイの、原始への郷愁が、 そこに見られるのであl)、その心か、彼をし
て、原始的ムードを持つ山への郷愁となってあらはれると考える。次に山
への郷愁をさそう他の原因を考える時、そこに、 1)jめる20世紀の現実があ
る。人生とは、彼に取っては、一つの悲劇にすぎないのであり、幸福と云
う様な事は、彼には、考えられなかったのである。恋愛に於ても、彼はそ
の中に、 た瞳純粋なものを、求めよ-)としたのである｡llljち、 「午後の
ｹE｣(DeathintheAfternoon)の中て、次の様に述べて居る。
lftwopeopleloveeachoth9rtherecanbenohappyendtoit.
（:人.の人間か、互に愛するならば、幸福な結末などあl)えない〈,）
これは、人間を強く紬びつIIる恋愛も、_ :人がｹに,kって離れる運命に
ある以上、結局悲しい巡命にあり、悲劇てあると考えるのである。そし
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て、この死を早めるものに、戦争が有り、次に病父(と苫しい現実がある同
「武器よさらば」の'1'の戦争忌避の文を引用すると、
‘Howyoulikethisgoddamwar？，
!Rotten!'
!Isayitisrotten.JesusChrist,Isayitisrotten.'一Chap.7.
更に、Thereisaclassthatcontrolsacountrythatisstupid
anddoesnotrealizea刀ythingandnevercan.Thatiswhywe
havethiswar./-Chap.9
（国を支配して居る階級なんて、おろかで、何も分っていないし、又決つ
して分らない，その為に、我々は、こんな戦争をやっている。）
又ヘンリーは次の様に述べて居るっ
IwasalwaysembarrasedbythewoIPdssacred・gloriousan
sacrificeandtheexpressioninvain.-Chap.27
（私は、神聖、光栄、犠牲、そして無益な表現に、いつも当惑した、 ）
次にカポレットの総退却(TheRetreatfromCaparetto)に於て、兵士
の口から出る言葉である。 06Downwiththeofficar・vivaL Pace!
We'regoimghome!''即ち、 （将校共を倒せ。平和万才だ、我々は、
故郷に帰れるんだ｡)
次に病気と、妃の幻彩に追はれる苦しい現実が有る。
先づ、入院中のキヤサリンの言葉がある､即ち I'mafraidofthe
rainbecausesometimeslseemedeadinit…Andsometimes
Iseeyoudeadinit.=Chap.19
（雨に打たれて、蝿んでいる自分の姿が見えるから、雨かこわいの。…
それに時々、あなたか|§ljの中で、死んでいる姿が見えるの．…･)
後にスイスに、 IIMIIIしたものL、終に、キヤサリンも、死児を生み、I41
r)も死んで行くのて．ある．胆に、ヘンリーの言葉を引用するならば、
｡
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IfpeoplebringsomuchcouragetothisworldhastokiUthem
tobreakthem,soofcourse,itkillsthem.theworldbreaksever-
yoneandafterwardmanyarestrongatthebrokenplaces.But
thosethatwillnotbreakitkills. Itkillstheverygoodandthe
verygentleandtheverybraveimpartiany.Ifyouarenoneof
theseyoucanbesureitwillkillyoutoobuttherewillbeno
specialhurry.-Chap.34即ち、（人間が、この世に余り多くの勇気を
持って生れて来ると、世の中は、それ等の勇気を、つぶす為に、彼等を殺
さねばならない。そこで勿論、殺してしまう。世の中は、誰でもつぶして
しまう。そして、そのつぶされた場所で、其後多くのものは、強くなる、
屈しないものを、世の!1'は殺す。其れは、非常に善良な、非常に静かな、
非常に勇敢な人々を平呼に殺してしまう。もし、君が、その人々のいずれ
でもないとしても、必ず、君も又殺される。しかし、すぐ殺されると云う
分ではない。）
又地上に於ける戦傑と、非'暗に満ちた現実の姿をえがく、名作「殺人
者」 (TheKillers)に枕て考えて見ると、原文を引用するならば、狙わ
れているOleAndresonと主役Nickの会話である。
6@Theonlythingis'',he(OleAndreson)said,talkingtoward
thewall,@IJustcan'tmakeupmymindtogoout,Ibeeninh-
ereallday.′'，
Nick：‘‘Couldn'tyougetoutoftown？，，
@@No,''OleAndresonsaid．0@I'mthroughwithanthatrunnmg
around.''Helookedatthewall.
6!Thereain'tanythingtodonow.''
‘‘Cou〕dn'tyoufixitUpsomeway？，，
"No,Igotinwrong.''Hetalkedinthesameflatvoice.@@征､here
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ain'tanythingtodo:afterwhilel' llmakeuI)mymindtogoout.''
こうした地上に於ける苦しい現実に堪え、新生と復活を望もうとする#I$i
神が、非現実的、原始的ムードを持つ、 lllへの郷愁となってあ『,#〕れろと
考える。
更に作品「陽は又昇る」 (TheSunAIsoRises)に就て考えて見るな
らば、先づ、ジエイクとその友人のピルが、コーンをぼき去って、ピレネ
ー山地への魚釣旅行を試みる幸福に満ちた次の文が有る。
Itwasabsechwoodandthetreeswereveryold.Theirroots
bUlkedabovethegrolmdandthebranchesweretwisted.We
walkedontheroadbetweenthethicktrunksoftheoldbeeches
andthesunlightcamethroughtheleavesinlightpatcheson
thegrass.
Thetreeswerebig,andthefoliagewasthickbutitwasnot
gloomy･Therewasnoundergrowth,onlythesmoothgrass,
verygreenandfresh,andthebiggraytreeswellspacedasthough
itwereapark.!Thisiscountly.'Billsaid.(Chap.7)
その山地は、新鮮で幸福感に満ちている。マスを釣り 、野外で食事を取
り､小説を読んだりして楽み、実に清潔な世界である。
しかし、地上には、病める現実がある。先づ性的不能者ジエイクが居
る、彼には、何一つ実るものはない。そして女主人公ブレツトが居る、彼
女は、酒場から酒場へと渡り歩き、男から男へと移り、実らぬ恋に身を判：
しめ、不信と空虚の中を枕礎するのである。彼女をそうさせた背後には、
戦争が有り、 20世紀の現実があった。闘牛師ロメロに心ひかれたのも、
自己の不信から脱却して、再生しようとした為と言えよう。しかしロメロ
を、男の世界に戻し、自ら去って行くのである。
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終りに、不能者ジエイのグ腕に戻り、 きらめくマドリードの街に出て行
く…･･･即ち､こLに作者の、苦しい現実に堪え、20世紀の巡命に対決
しながら、喘ぎ喘ぎ再生の道を歩まうとする姿を見るのであり、その姿の
中に、又山地への競悌と郷愁の念があらわれて来ると云えよう。
次に作者の原始的愛情にひかれる原因をつくった不信のアメリカ女、マ
ーゴツ!､を主役とする作品、 「フランシス、 ‐､．コーマーの短かい幸福な生
涯」 (TheShortHappyLifeofFrancisMacomber)に就て述べて
見よう。
場所は、アフリカで、登場人物は、 フランシス、妻マーゴツI、 (Marg
一.
Ot)、英人狩猟家ロバート、ウィルソン(RobertWilson)である。フラ
ンシスは、臆病者であり、結局人間の恐怖本能を、彼によって現はそう
と、作者はしたと云えよう。 しかも、 フランシスか、アメリカ人と云う点
に、作者は、自身の経験を、 もり込もうとしたと忠はれる。即ち、ライオ
ンの地嘩を、 キャンプの近くで耳にして、二人は朝早く、 自動車で出かけ
た。銃に安全装瞳を施す彼の手は、すでにふるえた。川上の岸にライオン
を認め、引金をひいたもの、、マコーマーは、安全装髄をかけたまLであ
った。や='と発砲したもの、、殺す事が出来ず、ライオンは、草むらにか
くれた。追跡して、恐る恐る入ると、前方35ヤードからライオンが、陰l)
声を上げて、突進して来た。マコーマーは、狂凱のように、反対の川岸に
逃げ出した。 |臆病者の正体を総露したのである。この事件の後、妻のマー
ゴツトは、夫を雌蔑し、その夜ウィルソンと通じた。マーゴツトは、典型
的なアメリカ女であり、結婚して11年になり非常な美貌であった。マコー
マーは、彼女を愛して居り､離れる事は出来ない。妾の方も､彼が莫大な富
が有るので、去らないで居る。こうした夫婦関係を、作者は、設定して居
るのであり、その妻の-マーゴツトを､作者は､するどく批評するのである。
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即ち、次の言莱を脱文,kり引jlけると、
Theyarethedamnedwomen,reallythedamnsd.-She'sdamn
cruelbutthey'reallcruel.Theygovem,ofcourse,andtogovern
onehastobecruelsom9timas．即ち
（彼辱は、ひどい女性である、全くひどい女性である。彼女は、残酷であ
るが、彼等（アメリカ女） ’よ、皆洩11%である。刎諭、彼等は、夫を支配
し、又支配する為には、時々残酷にならざるを得ないのである。）
‐上の言は、英人ウィルソンの筒莱として、述べられて居るが、結局、作
者の、アメリカ女への1<i,;.を、炎はしてl,llると云え,l:･)、その為に、作荷
は、マーゴツトに､ドヌ(て、炎迦行為をさせるのである。
次の日、水牛狩に出かけ、三猟に命IIIjiiiを浴びせたマコーマーは、非常
な幸福感を覚えた。こうした行動により、マコーマーは、男文(を得て、再
生しようとするのてあるJ
その再生の希望に燃えるﾉ割.二、妾のマーゴツトは、祝隔を与えたであろ
うか、事実は反対であり、終りに手傷を受けた水牛か、 ‐､｡コーマー{こ向っ
て、襲いかLろうとした暁|M1、要は、背後の自動j=|[から、夫に向って発砲
したのである。アメリカ女の妻は、自身の破滅を守るために、岐後の手段
を、取ったのである、
マコーマーは、蝿かい生涯であったが、作者は、醐凱と1'i生を信じて進
んで行くのである。そして、そのWi榊が、lllへの郷愁と変ると思うのであ
る。
次に「キリマンジャロの･醤」 (TheSnowsofKiliman-jaro)に就
て考えて見ると、
小説家ハリーは、スキーベ，狩猟など、野外運動を愛した。戦争にも参加
した。過去の人生を反有して、絶望感に落ち入り、再生を目ざして、アフ
リカに来たと云う設定である。妻も人生に退屈し、孤独を感じて居る時
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に、ハリーに会った、それ故、彼女は希望を捨てまいとする純粋さが有つ
たのである。
即ち、旧友の飛行機が単座のため、ハリーだけ乗って、嵐を突き抜け、ア
フリカ平原の空を、 キリマンジャロの山頂目ざして飛ぶのである。 しか
し、実際には、その山頂に、迷つする事が出来ず死んで行くのである肉し
かし死を感じた瞬間に、死の重みと、死の恐怖は、消えて居たのである、
所謂、死をくぐる事により、二次元の生を､I聯示しようとしたと云えよう。
①
作者の気持は、 ノ、リーの気持ちであったと云へる。即ち、キリマンジャ
ロの山頂の如き清潔な、明るい所を、求めなければならない程、地上に於
ては、虚無と絶望に落ち入って居たと云えよう。しかし、現実の苦揃に堪
え、再生を信じて、 「一頭の死せる豹」となって、師く不滅の雪の上に、
横たわる事を、信じようとしたのである。
それは、人間の権威を、キリマンジャロの111頂に繩かす、ハリーの映像
となって、結実されるのである。
②
猶、このサブタイ トルの大略を述べると、 「キリマンジャロは、高度
19710沢、雪に覆われた山で、アフリカ肢高の111である。その西の頂は、
神の家と呼ばれる。その頂のすぐ・近くに、干からびた、凍った豹の死骸か
ある。
そんな高所で、豹が何を求めていたのか、雛も説IﾘIしたものがない。」
結局、その豹の行動を説明出来るのは、作者自身と云へよう。死んだ豹
の魂は、生きるヘミングウェイを不滅のH.li所へ、111脱へと走らせたのだと
云えよう。
終に、 「誰が為に錘はI鳴る」 (ForWhomTheBellToUs)を通して
、考えて見ると、
主人公ロバート、 ジヨーダン (RobertJordan)は、アメリカの青年
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で、休暇をもらって、折から動乱のスペインに渡った。共FII政府の我男砿
に参加して、ケリラ活動をやって居る。特務機関長ゴルス(GoIz)から、
橘梁爆破を命ぜられて、バプロー味に、道案内をさせる。バフローー･味は、
III腹の洞穴にII!;住して居た.，
此処で、 ジヨーダンの前に現はれるのは、 19才のえぺイン女マリーア
(Ma'･ia)である。一・目見て、ジヨーダンは、美人だと思った。
援助を求めて、親分サンチヤゴの山塞を訪れた帰途、間服のヒースに
て、 ’11膜の雪を背峨に、ジヨーダンとマリーアとの、爽快な恋愛風紫が腱
州する。その折の状態をlj(文より引用すると、
Theywereboththere,Timehavingstoppedandfelttheearth
moveoutandawayfromunderthem.
（彼呼晶人'よ、そこに居た、時間が静止し、たx大地が動き出し、彼等.孟
人から抜け出していく様な感じだった。）
：人ペイン女マリーアに、作者は、原始的愛情を見ると考えるが、それを
示すものとして、次の文を引用すると、
′1,houhast刀oneedtokiss.
Yes,Ihave,iflamtobe･thywomanlshoujdpleasetheein
allways.
“･キメをする必要はないのだよ）
（え卜、けれど、 しますわ。私があなたの女になれるなら、 どうしても
あなたを、灘ばしたいの。）
ジョーダンも、 ‐雨'リーアも、別れねばならない悲劇か、発生す
戦利あらず、ジヨーダンは、逃走の途中負傷する。
次の様な言葉を残して、愛するマリーアと別れるのである。
WewillDotgotoMadridnowbutIgoalwayswith
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しかし、
る。即ち、
そして、
Listen.
theewhereverthougoest・Understand？
Thouwiltgonow.rabbit Butlgowiththee.
Aslongasthereisoneofusthereisbo上hofus.
Doyonunderstand？
（我々は、 もうマドリードへ行かない。が僕は、君･の行くところは、何
処へでも行くよ。分るかい。兎さん、 さあ出かけるんだ。が、僕は、君の
側を離れない。二人の中一人が居る限り、二人も、そこに居るのだ◎分る
かい。） こうした、人間生存の宿命と、悲劇に、作者は又よるぬくので
ある。こ＄に又20世紀の病める現実が有ると云える。そして、‐マリーアも
又、常に、人間の心奥に剛l減しながら、永遠に澗えない象徴の女性と云え
よう。
命）
･一三
そして又、 Ifwewinherewewillwinevervwhere.
（もし、我々が、こ、で勝利を得るなら、我々は、到る処で勝利を得る
だろう。）
と云ふジヨーダンの瀕死の表白に、個人の運命が、全体の連命に結びつ
く事を見るのであり。ジヨーグンの瀕死は、苦るしい現実の'1:'で、ひたす
『,生きようとする再生の精神を示して居ると思う。この再生の糀神が1IIX.
の郷愁となって喪はれると云えよう。
一一
以上、ヘミングウェイの作品に見られるIIIについて、主なる作IW!を通し
て、大略を述べて来た次第であるが、要するに、彼をして、 I｣lへの郷愁と
怖・隙を起させるものは、原始的愛備えの続慌と、 20世紀の芳しい現実にj桃
え、再生を信じて、進まうとする輔神であると云えよう。
そして、彼のII.Iえの郷愁は、現代アメリカ文学における疎外覚識、孤独
の党識と相通じるものと考えられる。
結局ヘミングウェイの文学は、 ］･ealthingの追求から生れながら、そ
(110)
の追求の極限において、鮫もabstractな人間の桁神世界を模索するものと
なって居り、それは、彼の虚無の文学がやどす、悲願の世界と云えよう。
④
（39． 10．20）
識①ヘミングウェイ研究石一郎著（南雲堂)P108
②ヘシングウエイの死観の展|胴（36回英文学会紀要）滝川元男
③上掲（ヘミングウェイ研究)P170
④上掲（英文学紀要）
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